
 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年８月２５日（火）発行 No.１１ 文責 校長 合田 真晃 
 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東小 HP 

３１日間の夏休みを終え、子どもたちの元気な声が学校に戻ってきました。 

久しぶりに会った子どもたちの表情からは、それぞれに楽しい経験を重ね、 

少したくましくなった様子がうかがえました。大きな事故なく２学期を迎 

えられたことを、何よりうれしく思います。 

１学期の終わりには、子どもたちの「自分でできた」という実感を大切にするために、私たち大人も

「教えることと見守ること」「支えることと待つこと」のバランスを大切にしたいとお伝えしました。夏

休み中のご家庭では、自分で計画を立てたり、やってみたいことに取り組んだりする姿は見られたでし

ょうか。思いどおりにできたことも、うまくいかなかったことも、全てが大切な経験です。 

２学期は、学習や様々な行事を通して、仲間と力を合わせたり、自分の役割を果たしたりする機会がた

くさんあります。だからこそ、子どもたちには、誰かに言われるのを待つのではなく、「自分はどうした

いのか」「そのために何ができるのか」を考え、自分で一歩を踏み出してほしいと願っています。 

挑戦というと、何か特別なことや大きな目標を思い浮かべるかもしれません。しかし、「今日は自分か

ら発表してみよう」「苦手なことにも、もう一度取り組んでみよう」「困っている友達に声をかけよう」

「係の仕事を少し工夫してみよう」と、自ら考えて行動することも、立派な挑戦です。昨日までとは少し

違う自分を目指して踏み出す小さな一歩が、やがて大きな成長につながっていきます。 

本校が大切にしている「Cha-Cha-Cha」は、Chance を見つけ、Challenge し、なりたい自分へと

Change することです。チャンスは、いつも分かりやすい形で現れるとは限りません。毎日の授業や係

活動、友達との関わりの中にある「やってみようかな」という気持ちこそが、成長につながるチャンスで

す。その気持ちを行動にできたとき、子どもたちはきっと新しい自分に出会うことができます。 

もちろん挑戦しても、すべてがすぐにうまくいくわけではありません。迷ったり、失敗したり、もうや

めたいと思ったりすることもあるでしょう。そのようなときこそ、私たち教職員は子どもの思いに耳を

傾け、もう一度自分の力で歩き出せるよう支えていきます。そして結果だけでなく、自分で決めたこと、

勇気を出して始めたこと、諦めずに続けようとしたことを、しっかりと認めていきたいと思います。 

一人一人の小さな挑戦が重なり、子どもたち自身が「今日も学校に来てよかった」「昨日より少し成長

できた」と感じられる２学期にしていきたいと考えています。子どもたち一人一人の「なりたい自分」に

つながる Cha-Cha-Cha を、教職員一丸となって支えてまいりますので、引き続き、本校の教育活動へ

のご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 

夏休みの初日と最終日の 2 日間にわたって、東小地区生涯学

習推進委員会のみなさんが、ラジオ体操会を開催してください

ました。早朝の学校玄関前はとても爽やかで、集まったみなさ

んの笑顔がこぼれる、大変素敵な時間となりました。また、1

回目には鎌田輪業の鎌田さんのご協力で、自転車点検も行われ

ました。おかげで夏休みの間、安心して自転車に乗ることがで

きました。推進委員のみなさん、ありがとうございました。 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       

 

 

 

１日（火） 安全点検・AED 点検 

北海道シェイクアウト 

２日（水） おび学「親子防災教室（４年）」 

３日（木） プール（１･６年、２･５年、３年･しま）      

７日（月） モモの日（２･３･４･５年） 

      劇団四季こころの劇場（６年生） 

      東っ子クラブ（パフェづくり） 

１０日（木） 児童会⑤ ＡＬＴ 

１２日（土） 東っ子クラブ 

１４日（月） プール（２･５年、１･６年、３年） 

１５日（火） 放課後学習会（低学年） 

１７日（木） クラブ④ ＡＬＴ 

       聾学校居住地交流 

１８日（金） ４時間授業（市内研究大会参加のため） 

 

２１日（月） 敬老の日 

２２日（火） 国民の休日 

２３日（水） 秋分の日 

２４日（木） クラブ⑤ 

２５日（金） 環境教育出前授業（５･６年） 

２９日（火） 郷土体験学習（４年生） 

       放課後学習会（低学年） 

３０日（水） 宿泊学習１日目（５年生） ＡＬＴ 

生活目標：ものを大切にしよう  保健目標：けがの予防を考えよう 

 

夏休み中、東小学校や翔陽中学校エリアでは、子どもたちが地域の方々や異なる年代の人たちと関わり

ながら、楽しく学べる機会が数多く設けられました。 

本校では、東小地区生涯学習推進委員会によるラジオ体操会と自転車点検に加え、柏葉高校の生徒によ

る夏休み学習会を開催しました。高校生に優しく教えてもらう時間は、子どもたちにとって学習だけでな

く、身近な目標となる先輩と出会う貴重な機会にもなりました。 

また、翔陽中学校では、中学生対象の学習会に本校教諭が講師として参加したほか、エリア内の４小学

校の児童を翔陽中の生徒が教える学習会も行われました。さらに、親子お花教室、豚の心臓や腎臓を観察

する解剖実験、液体窒素を使った超低温の世界の体験など、普段の学校生活ではなかなか味わえない企画

も実施されました。 

地域の学校や人がつながることで子どもたちの学びと体験はさらに豊かになります。今回参加できなか

った皆さんも、次の機会にはぜひ一歩を踏み出し、この地域ならではの学びを楽しんでほしいと思います。 

右の写真は翔陽中

での実験教室の様子

です。小中学生と大人

が入り交じり、みんな

で目を輝かせる素晴

らしい時間となりま

した。専門性の高い内

容は、小学校では味わ

えないものでした。 
 

中学生が教える学

習会でも、中学校進学

への意欲を高める様

子が見られました。 

 

柏葉生がほぼマンツーマンで関わ

ってくれた東小の学習会。子どもたち

にとって、将来へ向けてのあこがれが

ふくらむ時間になりました。 

７月に行った学校評価アンケートへのご協力、大変ありがとうございました。今回の結果や皆様から

いただいたご意見は、今後の学校経営にしっかりと生かして参ります。アンケートの結果につきまして

は、２８日に楽メにてお伝えするとともに、学校ホームページにも掲載いたします。よりよい学校づくり

に向け、次回１２月のアンケートにもご協力の程、よろしくお願いいたします。 


